
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今年は、中学２年生が地域で働く大人の方々と１対１で対話を行う「おしゃべっし」を行いま

した。愛媛県が独自に制定している行事で、毎年立春を少年の日と定め、14 歳になった中学生

を祝い、成長の区切りとして記念行事を行います。「自覚」「立志」「健康」をスローガンとして、

昔の元服を参考に実施されています。記念行事の目的である「〇〇な大人になりたいをつくろう」

というゴールに向かい、自分の目指すべき大人像について対話をとおして考えを深めました。 

 

 

 

 

 

 

今年度最後となる、角野小学校との交流学習が行われました。道中 30㎞。深い雪の日でした

が、地域バスで移動しそれぞれの教室に分かれて活動しました。６年生は特別の教科「道徳」、

４年生は外国語活動、２年生は学級活動など、 

日頃味わうことのできない集団の中で、楽しく 

活動をすることができました。 

別子小・中学校だより 

 

 

 

 

令和７年２月 28 日 
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今年の２月は、本当に寒かったです。地域の方々に話を聞いても、別子山がこ

こまで雪で覆われることは、最近ではないそうです。そのような中でも、小・中

学生は元気に楽しく過ごすことができました。1月は「いく」２月は「にげる」

３月は「さる」とよく言われます。この３か月は、あっという間に月日が過ぎる

ことの例えです。中３生にとっては、学校に通うのがあと 11日、小６生にとっ

ては、あと 15日です。それとともに、令和６年度の教育活動がゴールに近づい

てきています。小・中学生のみなさんとの毎日は、わくわくがたくさんあり、と

ても楽しかったです。これからも、小・中学生全員が笑顔で自分のこと、そして

周りのことを大切にして過ごせるように、一緒に成長していきましょう。地域の

みなさま、保護者のみなさま、別子小・中学校をよろしくお願いいたします。 



２月は、校外から講師をお招きし、日頃の授業とは 

一味違う「特別授業」が数多く行われました。 

 10日は中学生を対象に、本校の４期卒業生（高３） 

を講師に迎え、交換留学プログラムを通して学んだこ 

とを伝えてくださいました。 

13日は小学生を対象に、図書館支援員の先生による 

愛媛の特産品や伝統工芸品について実物を交えて教え 

てくださいました。19日は中学校３年生を対象に、外 

務省 NGOとにいはまグローバルネットワークより講師 

をお迎えして「世界が抱える課題にどのように向き合 

えばよいのか」について話を聞きました。20日は中学 

校１・２年生を対象に、商船高専より講師をお迎えして 

「人とつながり、挑戦する～好きなことが未来を作る～」 

と題した講演を聞き、それぞれ学びを深めました。 

別子小・中学校では、様々な人とのつながりを大切に 

して、主体的・対話的で深い学びを行っていきます。 

 


